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 2007 年 10 月より 2017 年 12 月までの間に，当施設で頭蓋内髄膜腫の摘出術を施行した















69 例に対して，再発例を含む 75 回の術前塞栓を施行した．髄膜腫の発生部位は，蝶形骨
縁 18 (26.1%)，円蓋部 17 (24.6%)，傍矢状洞 11 (15.9%)，前頭蓋底部 6 (8.7%)，小脳テン
ト 5 (7.2%)，小脳橋角部 3 (4.3%)，斜台錐体部 2 (2.9%)，中頭蓋窩 2 (2.9%)，前床突起部 2 
(2.9%)，大脳鎌 1 (1.4%) であった．65 例 (86.7%) で外頸動脈の分枝である中硬膜動脈が
標的とする栄養血管となった．塞栓物質は，塞栓用ビーズとしてポリビニルアルコール粒
子を 50 例 (66.7%)，トリスアクリル・ゼラチン マイクロスフィアを 25 例 (33.3%) に使
用し，74 例 (98.7%)で塞栓用コイルによる近位側の閉塞を追加した．塞栓により，腫瘍濃
染像の完全消失は 14 例 (18.7%) に認められた．塞栓術による合併症は 6 例 (8.0%) で，
ヨード造影剤によるアレルギー反応，器材による血管穿孔，塞栓用コイルの迷入，腫瘍の
浮腫がそれぞれ 1 例 (1.3%) ずつで，腫瘍内出血が 2 例 (2.7%) であった．症候性の合併症
は 6 例中 5 例 (6.7%) であったが，永続的な神経脱落症状を呈したのは塞栓用コイルが迷
入して脳梗塞を来した 1 例 (1.3%) のみであった．塞栓の手技に直接起因する合併症は 6
例中 3 例 (4.0%) であった．術前塞栓から摘出までの期間は中央値で 1.0 日であり，塞栓が
著効あるいは有効と判断されたものが 74 例 (98.6%) であった．摘出術における平均手術




(Gruber et al, 2000; Shah et al, 2013)．腫瘍内の血管床を塞栓することが必要であり，液
体の塞栓物質か固体の塞栓物質なら塞栓用ビーズを使用することが一般的である．液体の
塞栓物質の使用は，塞栓用ビーズよりも有効な塞栓が可能であるとする報告があるが 
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